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研
究
ノ
ー
ト
田
中
丸
善
蔵
︵
玉
屋
創
業
二
代
︶
と
南
洋
群
島
進
出
︱
︱
田
中
丸
善
蔵
と
金
津
熊
夫
の
日
邦
丸
ヤ
ル
ー
ト
来
航
を
中
心
に
︱
︱
山
﨑
功
日
邦
丸
ヤ
ル
ー
ト
来
航
大
正
三
年
一
〇
月
︑
第
一
次
大
戦
の
さ
な
か
の
南
太
平
洋
に
向
け
て
横
浜
埠
頭
か
ら
汽
船
日
邦
丸
が
盛
大
な
見
送
り
を
受
け
て
出
航
し
た
︒
出
港
当
時
は
イ
ン
ド
洋
︑
太
平
洋
に
ド
イ
ツ
の
巡
洋
艦
エ
ム
デ
ン
が
出
没
︑
翌
一
一
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
巡
洋
艦
に
撃
破
さ
れ
る
ま
で
︑
ペ
ナ
ン
で
ロ
シ
ア
巡
洋
艦
一
隻
が
︑
ま
た
二
六
隻
に
及
ぶ
商
船
が
撃
沈
拿
捕
さ
れ
て
お
り
︑
ま
さ
に
命
懸
け
の
壮
挙
で
あ
っ
た
︒
同
船
に
は
︑
玉
屋
創
業
二
代
田
中
丸
善
蔵
︑
海
軍
予
備
中
佐
田
中
行
尚
︑
佐
藤
適
︑
金
津
熊
夫
ら
数
十
名
が
乗
船
し
て
い
る
︒
そ
の
目
的
は
︑
南
洋
の
経
済
状
態
の
視
察
と
ド
イ
ツ
海
軍
の
通
商
破
壊
に
よ
り
途
絶
し
た
南
洋
群
島
占
領
地
へ
の
補
給
に
あ
っ
た
と
い
う
︒
当
時
南
洋
群
島
と
他
と
の
交
通
は
途
絶
し
︑
食
料
や
日
用
品
が
欠
乏
︑
戦
時
の
た
め
﹁
行
政
上
ノ
必
要
ニ
依
リ
一
切
他
ト
ノ
交
通
ヲ
禁
止
﹂
さ
れ
た
在
住
外
国
人
へ
の
物
資
補
給
が
国
際
関
係
上
か
ら
も
人
道
上
か
ら
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
財
閥
系
海
運
会
社
が
し
り
込
み
す
る
な
か
︑
田
中
丸
善
蔵
は
い
ず
れ
も
佐
賀
出
身
の
大
隈
重
信
︑
藤
山
雷
太
ら
に
わ
た
り
を
つ
け
︑
南
洋
群
島
へ
の
日
邦
丸
派
遣
の
計
画
を
実
現
さ
せ
た
︒
彼
ら
は
善
蔵
の
九
州
人
ら
し
い
剛
腹
さ
に
感
じ
て
︑
期
待
と
信
頼
を
よ
せ
た
と
﹃
牛
津
町
史
﹄
は
記
し
て
い
る
︒
出
航
に
際
し
埠
頭
に
集
ま
っ
た
随
行
者
や
水
夫
の
な
か
に
は
︑﹁
田
中
丸
﹂
と
い
う
船
を
探
し
ま
わ
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
︑
当
時
の
善
蔵
の
存
在
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
(１
)
る
︒
ま
た
︑﹁
か
ね
て
︵
田
中
丸
・
引
用
者
︶
氏
の
侠
気
を
知
る
﹂
秋
山
真
之
海
軍
軍
令
部
長
は
田
中
丸
善
蔵
を
呼
び
︑
南
洋
艦
隊
司
令
官
松
村
中
将
と
八
代
海
軍
大
臣
は
彼
に
﹁
日
本
海
軍
面
目
の
た
め
に
奮
起
せ
ん
事
を
促
し
た
﹂
と
い
(２
)
う
︒
翌
一
一
月
︑
ヤ
ル
ー
ト
島
駐
屯
の
第
五
特
別
陸
戦
隊
指
揮
官
・
ヤ
ル
ー
ト
守
備
隊
長
立
川
常
次
少
佐
は
︑
田
中
丸
ら
の
ヤ
ル
ー
ト
島
来
訪
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
(３
)
る
︒
大
正
三
年
一
一
月
一
九
日
午
前
一
〇
時
︑﹁
西
方
遥
ニ
黒
煙
ヲ
見
ル
・
・
田
中
丸
商
會
汽
船
日
邦
丸
ナ
リ
・
・
・
午
後
六
時
一
〇
分
日
邦
丸
ヤ
ボ
ー
ル
錨
地
ニ
入
港
﹂︒
ヤ
ル
ー
ト
島
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
ヤ
ル
ー
ト
環
礁
に
あ
り
︑
ド
イ
ツ
領
時
代
に
は
ポ
ナ
ペ
政
庁
の
支
庁
が
お
か
れ
た
︒
さ
ら
に
︑
島
内
の
ヤ
ボ
ー
ル
は
安
全
な
錨
地
と
し
て
桟
橋
や
軽
便
鉄
道
が
整
備
さ
れ
︑
ド
イ
ツ
の
ヤ
ル
ー
ト
会
社
︑
英
国
系
バ
ー
ン
ズ
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
社
の
支
店
・
倉
庫
が
開
設
さ
れ
て
い
る
︒
ヤ
ル
ー
ト
は
燐
鉱
︑
コ
プ
ラ
な
ど
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
経
営
の
中
心
と
し
て
︑
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
︒
一
八
八
五
年
ド
イ
ツ
の
南
洋
群
島
領
有
を
受
け
︑
ヤ
ル
ー
ト
会
社
が
創
立
︑
同
社
は
徴
税
権
を
は
じ
め
ヤ
ル
ー
ト
の
み
な
ら
ず
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
行
政
の
実
権
を
握
っ
て
き
た
が
︑
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
門
戸
開
放
を
求
め
る
英
国
系
企
業
バ
ー
ン
ズ
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
社
と
の
紛
争
を
経
て
ヤ
ル
ー
ト
会
社
の
特
権
が
失
わ
れ
︑
一
九
〇
六
年
以
降
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
総
督
の
直
轄
地
と
し
て
ヤ
ル
ー
ト
に
支
庁
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
だ
が
そ
の
後
も
ヤ
ル
ー
ト
会
社
は
ヤ
ル
ー
ト
支
庁
や
ド
イ
ツ
海
軍
と
の
特
別
な
関
係
を
維
持
し
︑
ド
イ
ツ
政
府
と
の
間
に
シ
ド
ニ
ー
︑
マ
ー
シ
ャ
ル
︑
カ
ロ
リ
ン
︑
香
港
を
結
ぶ
郵
船
契
約
を
結
び
︑
田中丸善蔵（玉屋創業二代）と南洋群島進出
山 﨑 功
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ド
イ
ツ
海
軍
の
た
め
の
貯
炭
な
ど
を
担
う
国
策
会
社
と
し
て
バ
ー
ン
ズ
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
社
と
激
し
い
競
争
を
続
け
て
き
(４
)
た
︒
こ
う
し
た
中
︑
大
正
三
年
八
月
二
三
日
︑
日
本
は
ド
イ
ツ
に
対
し
て
宣
戦
を
布
告
︑
日
本
海
軍
は
佐
世
保
を
出
て
青
島
の
ド
イ
ツ
拠
点
に
向
け
出
航
す
る
︒
九
月
一
四
日
に
は
海
軍
第
一
南
遣
支
隊
が
横
須
賀
を
出
港
︑
九
月
二
九
日
に
ヤ
ル
ー
ト
に
到
着
・
一
時
占
領
を
経
て
一
〇
月
三
日
︑
正
式
の
占
領
命
令
を
受
け
て
ヤ
ル
ー
ト
島
が
日
本
海
軍
占
領
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
(５
)
る
︒
山
屋
第
一
南
遣
支
隊
司
令
官
は
軍
令
部
宛
次
の
電
報
を
送
信
し
て
い
る
︒
枝
隊
ハ
上
命
ニ
基
キ
今
十
月
三
日
﹁
マ
ー
シ
ヤ
ル
﹂
群
島
首
廳
所
在
地
﹁
ヤ
ル
ー
ト
﹂
ニ
聯
合
陸
戦
隊
ヲ
揚
陸
シ
タ
ル
所
何
等
抵
抗
ナ
ク
此
ヲ
占
領
セ
リ
又
﹁
マ
ー
シ
ヤ
ル
﹂
群
島
ハ
事
實
帝
国
軍
ノ
權
力
内
ニ
帰
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
同
群
島
ヲ
占
領
シ
タ
ル
旨
本
職
ノ
名
ニ
於
テ
全
島
ニ
布
告
セ
(６
)
リ
ヤ
ル
ー
ト
に
は
第
五
特
別
陸
戦
隊
が
守
備
隊
と
し
て
配
備
さ
れ
︑
指
揮
官
は
立
川
常
次
少
佐
で
あ
っ
(７
)
た
︒
一
一
月
九
日
の
日
邦
丸
入
港
後
︑
佐
藤
適
と
店
員
野
田
金
一
が
来
庁
し
︑
そ
の
来
航
目
的
を
﹁
ヤ
ル
ー
ト
島
ニ
事
務
所
を
設
置
シ
︑
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
ノ
貿
易
ニ
従
事
﹂
す
る
こ
と
に
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
︒
日
邦
丸
の
積
荷
は
︑
南
京
米
︑
麦
粉
︑
麦
酒
︑
酒
類
缶
詰
類
や
雑
貨
な
ど
で
あ
っ
た
︒
翌
々
日
の
二
一
日
︑
田
中
丸
善
蔵
が
来
庁
︑
海
軍
軍
政
下
の
ヤ
ル
ー
ト
守
備
隊
指
揮
官
は
田
中
丸
商
会
事
務
所
設
置
を
許
可
し
て
い
る
︒
そ
の
際
︑
善
蔵
は
現
地
で
の
視
察
の
足
と
し
て
商
用
ス
ク
ー
ナ
ー
を
買
い
取
ろ
う
と
し
た
が
︑
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
ま
た
︑
ド
イ
ツ
海
軍
の
恐
怖
と
背
中
合
わ
せ
の
日
邦
丸
の
過
酷
な
航
海
は
同
船
火
夫
長
を
脚
気
で
失
う
こ
と
に
な
り
︑
二
二
日
の
埋
葬
式
に
は
陸
戦
隊
附
軍
医
官
長
田
中
軍
医
︑
指
揮
官
附
小
林
中
尉
が
参
列
し
て
い
る
︒
葬
儀
の
翌
日
の
一
一
月
二
三
日
午
後
四
時
︑
田
中
丸
善
蔵
ら
を
乗
せ
て
日
邦
丸
は
エ
ボ
ン
に
向
け
出
港
し
た
︒
善
蔵
は
﹁
代
理
人
野
田
金
一
以
下
店
員
四
名
ヲ
残
シ
貸
下
地
ニ
事
務
所
設
置
ニ
着
手
﹂
し
(８
)
た
︒
田
中
丸
代
理
人
金
津
熊
夫
の
エ
ボ
ン
方
面
視
察
日
邦
丸
が
ヤ
ル
ー
ト
を
出
港
し
て
一
週
間
後
の
一
一
月
三
〇
日
午
前
五
時
四
五
分
︑
帆
船
﹁
ヤ
ン
セ
ン
ロ
キ
ゼ
ン
﹂
が
ヤ
ル
ー
ト
に
入
港
す
る
︒
同
船
は
︑
田
中
丸
商
会
が
ア
イ
リ
ン
グ
ラ
ッ
プ
ラ
ッ
プ
で
傭
船
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
立
川
ヤ
ル
ー
ト
守
備
隊
長
は
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
︒
仝
船
ハ
﹁
ア
イ
リ
ン
グ
ラ
ッ
プ
ラ
ッ
プ
﹂
ニ
居
住
ス
ル
﹁
ラ
リ
ッ
ク
﹂
大
酋
長
﹁
レ
ー
ト
﹂
ノ
所
有
ニ
シ
テ
日
邦
丸
仝
地
寄
港
ノ
際
凡
四
百
﹁
マ
ー
ク
﹂
ニ
テ
借
入
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
噸
数
四
十
五
噸
田
中
丸
商
會
代
理
人
金
津
熊
夫
外
一
名
乗
組
来
島
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
田
中
丸
善
蔵
は
日
邦
丸
で
ヤ
ル
ー
ト
出
航
後
エ
ボ
ン
な
ど
を
経
て
帰
国
の
途
に
つ
き
︑
以
後
善
蔵
の
代
理
人
と
し
て
金
津
熊
夫
が
エ
ボ
ン
︑
ナ
モ
リ
ク
︑
ア
イ
リ
ン
グ
ラ
ッ
プ
ラ
ッ
プ
と
ヤ
ル
ー
ト
を
結
ぶ
新
た
な
商
機
を
探
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
一
二
月
二
日
に
は
金
津
を
乗
せ
た
田
中
丸
傭
船
﹁
ヤ
ン
セ
ン
ロ
キ
ゼ
ン
﹂
が
エ
ボ
ン
に
向
け
出
港
し
て
い
(９
)
る
︒
ヤ
ル
ー
ト
島
に
残
留
し
た
田
中
丸
商
会
の
六
名
は
一
一
月
三
〇
日
木
造
ト
タ
ン
葺
仮
小
屋
と
倉
庫
の
建
設
を
終
え
︑
翌
日
か
ら
商
品
販
売
を
開
始
し
た
︒
ヤ
ル
ー
ト
で
の
田
山 﨑 功
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中
丸
商
会
の
動
静
を
守
備
隊
長
立
川
少
佐
は
次
の
よ
う
に
好
意
的
に
海
軍
軍
令
部
に
報
告
し
て
い
る
︒﹁
其
ノ
賣
価
低
廉
ナ
ル
ヲ
以
テ
極
メ
テ
好
況
ヲ
呈
シ
本
日
迄
ニ
於
テ
雑
貨
類
ハ
全
部
ヲ
賣
尽
シ
目
下
少
量
ノ
米
穀
ヲ
餘
ス
ノ
(
)
ミ
﹂︒
10
一
方
︑
一
二
月
二
日
エ
ボ
ン
に
向
け
出
港
し
た
金
津
熊
夫
は
︑
エ
ボ
ン
︑
ナ
モ
リ
ツ
ク
︑
ナ
モ
︑
ア
イ
リ
ン
グ
ラ
ッ
プ
ラ
ッ
プ
を
経
て
一
二
月
二
八
日
コ
プ
ラ
三
五
ト
ン
を
満
載
し
て
ヤ
ル
ー
ト
に
帰
港
す
る
︒
金
津
は
︑
ヤ
ル
ー
ト
守
備
隊
長
に
次
の
よ
う
に
そ
の
成
果
を
報
告
し
て
い
る
︒
ア
イ
リ
ン
グ
ラ
ッ
プ
ラ
ッ
プ
ニ
在
ル
酋
長
﹁
レ
ー
ト
﹂
ニ
非
常
ナ
ル
歓
迎
ヲ
受
ケ
且
ツ
エ
ボ
ン
ニ
在
住
ノ
仝
酋
長
ノ
弟
﹁
リ
ト
ク
ワ
﹂
ニ
對
ス
ル
紹
介
状
ヲ
︑
レ
ー
ト
ヨ
リ
得
テ
同
所
ニ
於
テ
モ
同
様
ノ
歓
迎
ヲ
受
ケ
其
ノ
他
至
ル
處
土
人
ハ
皆
好
意
ヲ
以
テ
迎
ヘ
タ
リ
ト
尚
酋
長
レ
ー
ト
ハ
商
店
ト
シ
テ
自
己
所
有
ニ
係
ル
洋
風
家
屋
ヲ
貸
與
ス
ヘ
キ
ニ
依
リ
是
非
︑
ア
イ
リ
ン
ク
ラ
ッ
プ
ラ
ッ
プ
ニ
於
テ
開
店
ヲ
懇
望
セ
シ
ト
且
︑
コ
プ
ラ
買
集
メ
ニ
ハ
︑
ヤ
ボ
ー
ル
島
ヨ
リ
同
島
ノ
方
便
宜
多
キ
ヲ
以
テ
一
時
本
島
ニ
テ
開
店
セ
シ
事
務
所
ヲ
閉
チ
倉
庫
ノ
ミ
ヲ
残
シ
不
日
仝
地
ニ
移
転
ス
ル
豫
定
ナ
リ
ト
雖
モ
管
理
者
其
ノ
他
ノ
関
係
上
確
實
ナ
ラ
ス
・
・
・
又
︑
ナ
モ
リ
ツ
ク
ハ
完
全
ナ
ル
環
礁
ニ
シ
テ
唯
一
ノ
ボ
ー
ト
通
路
ス
ラ
有
セ
ス
且
ツ
礁
内
真
珠
貝
夥
シ
ク
繁
殖
シ
居
リ
僅
々
二
日
間
数
人
ニ
シ
テ
貮
千
参
百
亥
ヲ
得
タ
リ
︵
貝
ノ
大
サ
ハ
径
三
寸
乃
至
五
寸
ニ
シ
テ
小
ナ
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ナ
ル
モ
或
ハ
場
所
ニ
據
リ
テ
ハ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
キ
見
込
ナ
リ
︶
又
ビ
ア
カ
島
ニ
ハ
鼈
甲
及
海
白
鳥
︵
羽
ハ
婦
人
用
ボ
ン
ネ
ツ
ト
ニ
最
モ
適
ス
︶
多
数
ア
ル
ヲ
以
テ
不
日
該
帆
船
ニ
テ
同
方
面
ニ
向
ヒ
充
分
ノ
調
査
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
ト
云
(
)
フ11
南
洋
企
業
合
同
の
示
唆
と
分
れ
る
田
中
丸
評
価
ア
イ
リ
ン
グ
ラ
ッ
プ
ラ
ッ
プ
住
民
ら
に
よ
る
田
中
丸
商
会
の
歓
迎
ぶ
り
︑
き
わ
め
て
有
望
な
真
珠
産
地
と
し
て
の
ナ
モ
リ
ッ
ク
︑
鼈
甲
︑
海
白
鳥
︵
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
こ
と
か
・
筆
者
︶
の
豊
富
な
ビ
ア
カ
島
な
ど
︑
わ
ず
か
三
週
間
ほ
ど
の
間
に
こ
れ
だ
け
の
商
機
を
見
出
す
と
共
に
︑
コ
プ
ラ
三
五
ト
ン
を
買
い
付
け
て
き
た
金
津
を
︑
ヤ
ル
ー
ト
守
備
隊
長
は
高
く
評
価
し
た
よ
う
で
あ
る
︒
ヤ
ル
ー
ト
帰
港
の
二
八
日
当
日
に
は
早
く
も
金
津
熊
夫
は
立
川
少
佐
宛
﹁
養
殖
真
珠
場
貸
下
御
願
﹂
を
い
ち
早
く
提
出
し
て
い
る
︒
こ
う
し
て
︑
大
正
三
年
一
〇
月
守
備
隊
ヤ
ル
ー
ト
上
陸
以
降
二
ヶ
月
足
ら
ず
の
う
ち
に
︑
旧
ド
イ
ツ
権
益
を
継
承
す
べ
く
同
島
に
は
南
洋
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
南
洋
貿
易
株
式
会
社
の
ベ
テ
ラ
ン
社
員
を
は
じ
め
︑
野
心
に
燃
え
た
多
く
の
日
本
人
が
や
っ
て
き
た
︒
大
正
三
年
一
二
月
三
〇
日
南
洋
貿
易
株
式
会
社
所
属
の
大
進
丸
が
ヤ
ル
ー
ト
に
入
港
︒
同
船
に
は
︑
カ
ロ
リ
ン
︑
マ
リ
ア
ナ
方
面
で
永
年
に
わ
た
る
南
洋
貿
易
経
験
を
有
す
る
原
次
郎
が
乗
船
し
て
い
た
︒
原
は
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
企
業
が
独
占
し
て
き
た
ヤ
ル
ー
ト
で
の
商
機
を
探
る
べ
く
︑
占
領
間
も
な
い
同
地
の
視
察
に
や
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
︒
｢相
當
ノ
商
業
家
ト
認
メ
﹂
ら
れ
る
原
は
︑﹁
本
群
島
中
R
arik
ch
ain
ニ
属
ス
ル
各
島
ハ
既
ニ
田
中
丸
善
蔵
ノ
酋
長
レ
ー
ト
ト
契
約
ノ
存
ス
ル
ヲ
以
テ
同
船
ハ
田
中
丸
善
蔵
代
理
人
金
津
熊
夫
ト
協
議
ノ
上
R
atak
ch
ain
ニ
属
ス
ル
m
aju
ro
ニ
向
ケ
大
正
四
年
一
月
七
日
出
港
同
所
ニ
事
務
所
ヲ
設
置
セ
ン
ト
﹂
し
た
と
い
う
︒
さ
ら
に
大
正
四
年
一
月
二
日
南
洋
興
業
の
傭
船
金
華
山
丸
︵
船
主
金
華
山
漁
業
株
式
会
社
︶
が
入
港
す
る
︒
同
船
に
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ラ
バ
ウ
ル
に
開
店
し
︑﹁
相
當
経
験
田中丸善蔵（玉屋創業二代）と南洋群島進出
山 﨑 功
33
ヲ
有
ス
ル
﹂
南
洋
興
業
の
松
本
正
純
が
乗
船
し
て
い
(
)
た
︒
そ
の
目
的
は
︑
コ
プ
ラ
輸
出
12
と
南
洋
漁
業
経
営
の
商
機
を
探
る
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
た
め
同
船
に
は
和
歌
山
県
庁
と
和
歌
山
県
水
産
組
合
か
ら
派
遣
さ
れ
た
和
歌
山
県
技
手
岡
崎
忠
三
郎
が
便
乗
し
て
い
た
︒な
か
で
も
立
川
守
備
隊
長
は
海
軍
軍
政
下
ヤ
ル
ー
ト
の
最
高
責
任
者
と
し
て
︑
こ
れ
ま
で
の
実
績
豊
富
な
南
洋
貿
易
︑
南
洋
興
業
と
と
も
に
︑
金
津
熊
夫
に
代
表
さ
れ
る
田
中
丸
商
会
を
︑
新
参
者
で
あ
り
な
が
ら
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
(
)
る
︒
13
さ
ら
に
日
本
の
手
強
い
競
争
相
手
と
し
て
︑﹁
創
業
十
年
比
較
的
強
固
ナ
ル
根
底
ヲ
有
シ
而
モ
敏
活
ナ
ル
﹂
英
国
企
業
B
u
rn
s
P
h
ilip
会
社
︑
ま
た
日
本
軍
占
領
下
で
不
利
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
︑﹁
各
島
富
有
ナ
ル
土
地
ト
手
足
ノ
如
ク
ニ
従
事
ス
ル
仲
買
人
ト
ヲ
有
シ
抜
ク
ベ
カ
ラ
サ
ル
勢
力
ヲ
扶
植
ア
ル
資
本
金
２
２
０
万
馬
克
﹂
を
誇
る
ド
イ
ツ
企
業
Jalu
it会
社
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒
守
備
隊
長
は
軍
人
ら
し
か
ら
ぬ
経
済
見
識
を
以
て
︑
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒
茲
ニ
於
テ
カ
田
中
丸
善
蔵
ト
南
洋
貿
易
會
社
ト
ハ
既
ニ
合
同
ノ
機
運
熟
セ
リ
ト
カ
︑
南
洋
興
業
会
社
モ
亦
此
ノ
旗
下
ニ
参
集
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
運
命
ヲ
有
ス
・
・
資
力
ア
リ
着
實
ニ
シ
テ
有
力
ナ
ル
一
會
社
ノ
創
立
ヲ
見
ル
ヲ
得
ハ
邦
家
ノ
為
メ
処
ス
ヘ
キ
ナ
リ
・
・
・
・
(
)・14
一
方
で
次
の
よ
う
な
報
告
も
第
一
特
別
根
拠
地
隊
長
名
で
軍
令
部
宛
さ
れ
て
い
る
︒
十
月
三
十
一
日
第
十
一
乾
坤
丸
︵
一
一
月
・
引
用
者
︶
六
日
日
邦
丸
入
港
日
邦
丸
ハ
穀
類
及
雑
貨
ヲ
輸
入
尚
無
断
各
島
ニ
人
員
ヲ
残
留
セ
シ
メ
タ
リ
渡
来
ノ
商
人
ニ
不
信
ノ
言
動
多
ク
暴
利
ヲ
貪
リ
土
人
怨
嗟
ノ
声
ヲ
聞
ク
島
政
運
用
上
多
大
ノ
支
障
ヲ
来
ス
恐
ア
(
)
リ15
い
う
ま
で
も
な
い
が
日
邦
丸
は
田
中
丸
の
傭
船
で
あ
る
︒
ま
た
別
の
史
料
に
は
︑
サ
イ
パ
ン
島
守
備
隊
長
の
﹁
佐
世
保
の
御
用
商
人
田
中
丸
善
蔵
が
占
領
し
た
島
々
に
上
陸
し
て
は
﹃
田
中
丸
占
有
地
﹄
と
書
い
た
看
板
を
立
て
て
い
た
の
で
厳
重
に
注
意
し
た
﹂
と
の
報
告
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
(
)
る
︒
こ
う
し
た
報
告
は
︑
ヤ
ル
ー
16
ト
に
お
け
る
金
津
熊
夫
に
代
表
さ
れ
る
︑
田
中
丸
善
蔵
の
誠
実
な
商
活
動
を
際
立
た
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
永
年
南
洋
で
辛
酸
を
嘗
め
︑
足
場
を
築
き
あ
げ
て
き
た
南
洋
貿
易
︑
南
洋
興
業
な
ど
の
老
舗
企
業
に
比
べ
て
︑
い
わ
ば
戦
時
の
ど
さ
く
さ
に
日
邦
丸
を
仕
立
て
て
や
っ
て
き
た
田
中
丸
一
行
は
︑
い
く
ら
佐
世
保
鎮
守
府
御
用
で
あ
っ
た
と
し
て
も
戦
時
下
南
洋
各
島
の
現
地
守
備
隊
に
し
て
み
れ
ば
い
か
に
も
う
さ
ん
く
さ
い
存
在
と
映
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
︒
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
︑
本
稿
で
主
に
紹
介
し
た
ヤ
ル
ー
ト
守
備
隊
長
立
川
少
佐
の
軍
令
部
宛
報
告
に
現
れ
た
田
中
丸
善
蔵
代
理
人
金
津
熊
夫
と
田
中
丸
商
店
︵
田
中
丸
合
名
会
社
︶
に
対
す
る
冷
静
な
評
価
は
︑
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
金
津
は
田
中
丸
善
蔵
の
南
洋
貿
易
取
締
役
社
長
就
任
後
も
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
セ
レ
ベ
ス
へ
と
派
遣
さ
れ
る
な
ど
活
発
な
活
動
振
り
が
示
唆
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
金
津
を
は
じ
め
と
し
た
社
員
の
そ
の
後
の
具
体
的
な
事
業
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
︒
田
中
丸
社
長
就
任
と
南
洋
貿
易
の
飛
躍
的
拡
大
南
洋
貿
易
株
式
会
社
は
明
治
二
六
年
︑
和
歌
山
県
の
素
封
家
三
本
六
右
衛
門
︑
船
渡
政
助
ら
有
志
に
よ
る
組
合
事
業
と
し
て
僅
か
八
千
円
の
資
金
を
も
と
に
南
洋
貿
易
事
業
を
創
始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
︒
そ
の
翌
年
の
明
治
二
七
年
資
本
金
一
万
二
千
円
の
合
資
山 﨑 功
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會
社
と
し
て
南
洋
貿
易
日
置
合
資
会
社
が
発
足
︵﹁
日
置
﹂
は
三
本
ら
の
出
身
が
和
歌
山
県
日
置
村
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
︶︑
明
治
三
二
年
に
は
資
本
金
一
〇
万
円
の
南
洋
貿
易
日
置
株
式
會
社
と
な
り
︑
明
治
四
一
年
に
は
村
山
合
名
会
社
と
の
合
併
に
よ
り
資
本
金
一
五
万
円
に
増
資
︑
日
置
の
字
を
と
り
南
洋
貿
易
株
式
会
社
が
誕
生
す
る
に
い
た
っ
た
︒
ド
イ
ツ
政
庁
に
よ
る
圧
迫
や
日
露
戦
争
の
逆
境
を
乗
り
越
え
︑
や
が
て
﹁
努
力
奮
闘
遂
ニ
大
正
二
年
末
ノ
決
算
ニ
於
テ
参
拾
有
餘
萬
圓
ノ
財
産
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
リ
尚
進
ン
デ
事
業
ノ
発
展
ヲ
計
﹂
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
(
)
る
︒
17
南
洋
貿
易
株
式
会
社
は
大
正
二
年
当
時
英
領
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
方
面
へ
の
事
業
拡
大
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
が
︑
日
独
開
戦
に
よ
り
大
き
な
転
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
︒
ド
イ
ツ
領
南
洋
群
島
に
日
本
海
軍
が
上
陸
︑
軍
政
が
敷
か
れ
︑
従
来
ド
イ
ツ
人
の
独
占
し
て
き
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
権
益
が
日
本
人
の
手
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
そ
こ
で
南
洋
貿
易
株
式
会
社
は
大
正
三
年
一
二
月
︑
現
資
本
金
一
五
万
円
に
加
え
て
三
五
万
円
の
増
資
を
計
画
す
る
に
い
た
る
︒﹃
南
洋
貿
易
五
拾
年
史
﹄
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
︒﹁
增
資
額
の
参
拾
五
萬
圓
は
︑
三
本
社
長
が
一
人
で
引
き
受
け
て
も
楽
に
出
來
る
の
で
︑
金
は
問
題
で
は
な
か
つ
た
が
︑
人
が
問
題
で
あ
つ
た
︒
本
来
社
長
の
三
本
六
右
衛
門
は
︑
當
時
紀
州
第
一
の
富
豪
で
あ
つ
た
し
︑
初
め
か
ら
會
社
の
實
務
に
は
殆
ど
携
は
る
所
が
な
か
つ
た
︒
・
・
・
會
社
經
営
の
任
務
は
︑
専
務
の
船
渡
政
助
が
一
人
で
背
負
つ
て
ゐ
た
︒
そ
れ
で
船
渡
専
務
は
會
社
の
事
業
拡
張
は
必
然
の
勢
ひ
で
あ
り
︑
增
資
計
画
の
案
も
出
來
た
が
︑
船
渡
と
共
に
經
營
の
衝
に
直
接
當
つ
て
呉
れ
る
人
物
が
欲
し
か
つ
た
︒﹂
増
資
を
し
て
事
業
を
拡
張
し
て
も
︑
人
が
い
な
け
れ
ば
︑
い
か
に
有
望
な
事
業
で
も
︑
そ
れ
を
現
実
化
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
︒
こ
う
し
た
な
か
︑
た
ま
た
ま
田
中
丸
善
蔵
が
現
れ
た
と
﹃
五
拾
年
史
﹄
は
記
し
て
い
る
︒
田
中
丸
は
群
島
の
各
地
を
視
察
し
て
同
年
一
二
月
中
旬
に
帰
国
︑
同
年
末
善
蔵
は
上
京
し
て
船
渡
専
務
を
訪
問
︑
南
洋
貿
易
会
社
へ
の
出
資
と
経
営
参
加
を
申
し
出
た
と
い
(
)
う
︒
18
こ
れ
に
よ
り
大
正
四
年
二
月
︑
増
資
計
画
に
基
づ
き
田
中
丸
が
三
五
万
円
を
出
資
︑
従
来
の
資
本
金
一
五
万
と
併
せ
て
南
洋
貿
易
の
資
本
金
は
五
〇
万
円
と
な
っ
た
︒
出
資
に
伴
い
︑
田
中
丸
善
蔵
は
三
四
才
の
若
さ
で
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
︒
翌
大
正
五
年
に
は
さ
ら
に
五
〇
万
円
を
加
え
て
資
本
金
が
一
〇
〇
万
円
に
増
資
さ
れ
た
︒
大
正
四
年
一
〇
月
に
は
海
軍
省
の
命
に
よ
り
南
洋
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
大
正
五
年
一
一
月
一
日
︑
南
洋
貿
易
株
式
会
社
社
長
田
中
丸
善
蔵
と
海
軍
省
経
理
局
長
と
の
間
に
︑
横
須
賀
と
南
洋
群
島
間
に
於
け
る
海
軍
用
運
送
契
約
が
月
額
四
万
二
千
円
で
締
結
さ
れ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
横
須
賀
︑
横
浜
︑
門
司
︑
小
笠
原
父
島
︑
サ
イ
パ
ン
︑
ト
ラ
ッ
ク
を
幹
線
と
し
て
結
び
︑
ト
ラ
ッ
ク
島
と
ポ
ナ
ペ
︑
ク
サ
イ
︑
ヤ
ル
ー
ト
︑
パ
ラ
オ
︑
ア
ン
ガ
ウ
ル
な
ど
の
南
洋
各
島
を
支
線
と
し
て
結
ぶ
海
軍
の
受
命
に
よ
る
南
洋
定
期
航
路
の
運
行
が
海
軍
の
命
令
航
路
と
し
て
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
(
)
た
︒
19
大
正
六
年
に
は
三
度
目
の
増
資
で
一
躍
三
〇
〇
万
円
に
ま
で
増
資
が
行
わ
れ
︑
事
業
は
さ
ら
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
大
正
六
年
は
田
中
丸
の
南
洋
貿
易
に
と
っ
て
事
業
拡
大
の
画
期
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
セ
レ
ベ
ス
の
メ
ナ
ド
に
支
店
を
開
設
︑
戦
争
特
需
に
沸
く
中
で
世
界
的
規
模
で
の
船
腹
不
足
を
受
け
︑
鳥
羽
の
造
船
所
を
買
収
し
自
ら
造
船
に
乗
り
出
し
た
ほ
か
︑
田
中
丸
南
洋
視
察
に
傭
船
し
た
か
の
日
邦
丸
の
ほ
か
新
た
に
千
ト
ン
級
木
造
船
三
隻
を
購
入
す
る
︒
ま
た
初
代
善
蔵
の
四
男
︵
二
代
善
蔵
の
弟
︶
善
八
は
八
〇
〇
ト
ン
の
南
貿
丸
に
コ
プ
ラ
を
満
載
し
て
︑
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
直
接
貿
易
を
試
み
て
い
(
)
る
︒
さ
ら
に
同
年
一
二
月
に
は
南
洋
貿
易
商
社
の
草
分
け
の
ひ
20
と
つ
で
あ
っ
た
恒
信
社
の
営
業
権
す
べ
て
と
そ
の
所
有
す
る
補
助
帆
船
五
隻
を
買
収
し
て
い
る
︒
一
方
︑
南
洋
貿
易
株
式
会
社
々
内
で
は
︑
創
業
以
来
大
正
四
年
の
増
資
ま
で
同
社
の
経
営
を
担
っ
て
き
た
船
渡
政
助
取
締
役
ら
が
退
任
︑
新
た
に
田
中
丸
の
南
洋
視
察
に
同
田中丸善蔵（玉屋創業二代）と南洋群島進出
山 﨑 功
35
行
し
た
佐
藤
適
が
取
締
役
支
配
人
に
就
任
す
る
︒
さ
ら
に
南
洋
視
察
に
際
し
て
大
隈
重
信
と
田
中
丸
と
の
﹁
わ
た
り
を
つ
け
た
﹂
佐
賀
出
身
の
財
界
の
後
ろ
盾
︑
藤
山
雷
太
が
相
談
役
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
︒
ま
さ
に
﹁
田
中
丸
カ
ラ
ー
﹂
を
鮮
明
に
し
た
人
事
で
あ
っ
た
︒
翌
大
正
七
年
に
は
さ
ら
に
所
有
帆
船
を
増
や
す
と
と
も
に
︑
英
蘭
系
バ
タ
ー
フ
セ
石
油
会
社
︵
B
.P
.M
.︶
の
ボ
ル
ネ
オ
・
バ
リ
ク
パ
パ
ン
に
お
け
る
物
資
輸
送
契
約
を
締
結
し
た
ほ
か
︑
田
中
丸
の
日
邦
丸
南
洋
視
察
に
際
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
大
い
に
活
躍
し
た
金
津
熊
夫
ら
を
ジ
ャ
ワ
に
派
遣
︑
ス
ラ
バ
ヤ
の
農
園
事
業
︑
石
油
事
業
な
ど
に
つ
い
て
調
査
視
察
を
行
っ
て
い
る
︒
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
麻
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
(
)
る
︒
21大
戦
終
結
後
の
南
洋
貿
易
会
社
と
田
中
丸
善
蔵
し
か
し
な
が
ら
大
正
七
年
半
ば
に
お
け
る
ド
イ
ツ
西
部
戦
線
で
の
大
攻
勢
失
敗
︑
一
一
月
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
一
月
革
命
と
休
戦
を
受
け
︑
こ
う
し
た
好
景
気
も
終
り
を
告
げ
つ
つ
あ
っ
た
︒
翌
八
年
六
月
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
は
︑
好
景
気
の
も
と
膨
れ
上
が
っ
た
海
運
業
界
の
崩
壊
と
商
品
市
場
の
暴
落
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
戦
後
恐
慌
に
よ
り
商
社
の
倒
産
や
契
約
破
棄
が
頻
発
し
︑
そ
れ
ま
で
相
次
ぐ
増
資
と
営
業
拡
大
を
強
気
に
行
っ
て
き
た
南
洋
貿
易
株
式
会
社
も
そ
の
影
響
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒
タ
イ
ミ
ン
グ
の
悪
い
こ
と
に
︑
休
戦
の
成
立
す
る
大
正
七
年
一
一
月
に
同
社
は
臨
時
株
主
総
会
を
開
き
︑
資
本
金
三
〇
〇
万
円
を
倍
額
の
六
〇
〇
万
円
に
増
資
す
る
こ
と
を
決
議
︑
直
ち
に
そ
れ
を
実
行
し
た
こ
と
は
田
中
丸
善
蔵
に
と
っ
て
致
命
的
な
も
の
に
な
っ
た
︒
ま
た
セ
レ
ベ
ス
の
メ
ナ
ド
を
大
阪
に
向
け
て
大
正
七
年
七
月
二
日
に
出
港
し
た
南
貿
丸
は
行
方
不
明
と
な
り
︑
懸
命
の
捜
索
も
空
し
く
翌
八
年
二
月
︑
築
地
本
願
寺
で
社
葬
を
行
い
︑
四
月
に
は
船
籍
を
抹
消
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
(
)
る
︒
22
戦
後
恐
慌
に
加
え
て
南
貿
丸
喪
失
は
同
社
に
大
き
な
損
害
を
与
え
︑
増
資
か
ら
一
年
に
も
満
た
ぬ
大
正
八
年
九
月
に
は
資
本
金
四
〇
〇
万
円
が
減
資
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
こ
の
責
任
を
と
り
︑
田
中
丸
善
蔵
は
取
締
役
社
長
を
辞
任
︑
取
締
役
に
降
格
︑
間
も
な
く
同
社
か
ら
身
を
ひ
く
こ
と
に
な
る
︒
だ
が
︑
田
中
丸
善
蔵
の
次
の
よ
う
な
人
物
評
は
そ
の
短
い
な
が
ら
も
き
わ
め
て
破
格
の
南
洋
関
与
を
三
〇
代
に
し
て
成
し
遂
げ
た
こ
と
を
み
れ
ば
ま
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
︒
歐
洲
戰
亂
終
息
後
に
至
り
事
業
に
一
頓
挫
を
來
せ
し
た
め
已
む
な
く
同
社
の
事
業
を
斷
念
せ
し
と
雖
も
︑
氏
は
確
か
に
南
洋
開
拓
の
殊
勲
者
た
る
と
同
時
に
南
洋
貿
易
の
先
覺
者
と
し
て
當
時
の
活
躍
は
大
に
推
賞
す
る
に
足
る
べ
(
)
し23
南
洋
貿
易
株
式
会
社
か
ら
身
を
引
い
た
田
中
丸
善
蔵
は
︑
以
後
佐
世
保
を
は
じ
め
福
岡
︑
佐
賀
で
の
デ
パ
ー
ト
事
業
に
専
念
︑
恐
慌
を
乗
り
越
え
昭
和
の
時
代
と
と
も
に
事
業
を
大
き
く
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
は
人
々
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
一
方
そ
の
後
の
南
洋
貿
易
株
式
会
社
は
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
の
打
撃
も
あ
り
厳
し
い
経
営
を
続
け
︑
相
次
ぐ
役
員
の
交
代
と
無
配
当
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
踏
み
と
ど
ま
る
︒
や
が
て
昭
和
一
四
年
に
は
資
本
金
一
千
万
円
に
増
資
︑
農
水
産
業
︑
鉱
業
︑
海
運
造
船
な
ど
の
多
角
化
と
南
洋
及
び
蘭
領
東
イ
ン
ド
を
活
動
地
域
と
し
た
幅
広
い
南
方
事
業
を
展
開
す
る
国
策
企
業
と
し
て
存
続
す
る
︒
そ
し
て
昭
和
一
七
年
に
は
松
江
春
次
の
南
洋
興
発
と
の
合
併
を
経
て
︑
太
平
洋
戦
争
敗
戦
と
と
も
に
そ
の
生
命
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
︒
一
方
玉
屋
は
佐
賀
を
代
表
す
る
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
と
し
て
現
在
も
地
元
で
親
し
ま
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
て
い
(
)
る
︒
24
山 﨑 功
36
お
わ
り
に
本
稿
で
は
佐
賀
県
牛
津
町
出
身
の
玉
屋
創
業
二
代
田
中
丸
善
蔵
の
︑
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
︑
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
な
ど
当
時
﹁
南
洋
群
島
﹂
と
呼
ば
れ
た
南
太
平
洋
上
に
広
が
る
南
洋
の
島
々
と
の
か
か
わ
り
を
紹
介
し
た
︒
特
に
第
一
次
大
戦
下
危
険
を
冒
し
た
日
邦
丸
に
よ
る
南
洋
視
察
︑
ヤ
ル
ー
ト
で
の
田
中
丸
商
店
社
員
の
活
動
ぶ
り
は
︑
田
中
丸
の
こ
れ
ま
で
余
り
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
一
面
で
あ
ろ
う
︒
さ
ら
に
は
戦
前
に
お
け
る
日
本
の
南
洋
経
済
進
出
を
担
っ
て
き
た
南
洋
貿
易
株
式
会
社
の
き
わ
め
て
短
期
間
な
が
ら
驚
異
的
な
発
展
を
田
中
丸
善
蔵
が
リ
ー
ド
し
︑
中
途
で
夢
破
れ
た
こ
と
は
︑
南
洋
事
業
経
営
と
︑
日
本
と
南
洋
を
結
ぶ
﹁
南
洋
航
路
﹂
の
開
拓
者
と
し
て
の
田
中
丸
善
蔵
の
名
を
近
代
日
本
の
南
洋
関
与
の
歴
史
の
中
に
鮮
明
に
と
ど
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
︒
本
稿
を
端
緒
と
し
て
︑
筆
者
は
今
後
︑
田
中
丸
と
南
洋
事
業
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
大
隈
重
信
︑
藤
山
雷
太
ら
政
財
界
佐
賀
人
脈
の
存
在
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
南
洋
貿
易
を
退
い
て
以
降
の
田
中
丸
商
店
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
近
代
日
本
・
佐
賀
の
南
洋
・
南
方
関
与
の
歴
史
を
解
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
(
)
る
︒
25
︵
１
︶
牛
津
町
史
編
纂
事
務
局
編
﹃
牛
津
町
史
﹄
一
九
九
〇
年
一
〇
三
六
頁
︵
２
︶﹃
事
業
ト
人
奮
闘
秘
話
一
﹄
福
岡
時
事
社
一
九
二
九
年
一
二
一
頁
︵
３
︶﹁
第
五
特
別
陸
戦
隊
戦
時
日
誌
︵
一
︶﹂
公
文
備
考
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
ア
ジ
歴
C
10080130500
︵
４
︶
外
務
省
通
商
局
﹃
獨
領
南
洋
諸
島
事
情
﹄
大
正
四
年
九
一
︱
九
三
頁
︵
５
︶
南
洋
協
会
南
洋
群
島
支
部
﹃
日
本
の
南
洋
群
島
﹄
昭
和
一
〇
年
八
三
︱
八
六
頁
︵
６
︶﹁
第
一
南
遣
支
隊
戦
報
︵
電
報
︶︵
二
︶﹂﹁
特
別
南
遣
艦
隊
戦
報
﹂
海
軍
省
公
文
備
考
防
衛
省
防
衛
研
究
所
ア
ジ
歴
C
10080154200
︵
７
︶﹁
第
五
特
別
陸
戦
隊
戦
時
日
誌
︵
一
︶﹂
公
文
備
考
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
ア
ジ
歴
C
10080130500
︵
８
︶﹁
第
五
特
別
陸
戦
隊
戦
時
日
誌
︵
一
︶﹂
公
文
備
考
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
ア
ジ
歴
C
10080130500
︵
９
︶﹁
第
五
特
別
陸
戦
隊
戦
時
日
誌
︵
一
︶﹂
公
文
備
考
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
ア
ジ
歴
C
10080130500
︵
︶
ま
た
︑
日
本
海
軍
占
領
下
の
ド
イ
ツ
領
南
洋
群
島
で
は
︑
ド
イ
ツ
法
に
基
づ
き
﹁
営
業
ノ
多
寡
10
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
六
千
馬
克
ノ
営
業
税
ヲ
納
付
﹂
す
る
こ
と
と
さ
れ
︑
実
際
に
外
国
人
か
ら
守
備
隊
長
名
で
徴
税
を
行
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る
︒
だ
が
﹁
田
中
丸
善
蔵
ニ
於
テ
モ
過
渡
ノ
時
期
ニ
於
テ
六
千
馬
克
ノ
営
業
税
到
底
耐
ユ
ル
所
ニ
非
ル
ヲ
以
テ
第
一
南
遣
枝
隊
司
令
官
カ
日
本
商
人
ニ
對
シ
當
分
ノ
間
輸
出
入
税
ヲ
免
セ
ラ
レ
タ
ル
御
趣
旨
ヲ
體
シ
﹂
営
業
税
を
免
除
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
︒
五
特
陸
報
第
二
﹁
第
五
特
別
陸
戦
隊
戦
時
日
誌
︵
二
︶﹂
公
文
備
考
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
ア
ジ
歴
C
10080130500
︵
︶
五
特
陸
報
第
二
﹁
第
五
特
別
陸
戦
隊
戦
時
日
誌
︵
二
︶﹂
公
文
備
考
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
ア
11
ジ
歴
C
10080130500
︵
︶
南
洋
興
業
は
南
洋
貿
易
同
様
︑
主
に
紀
州
の
富
豪
や
事
業
家
の
援
助
を
受
け
て
い
た
と
い
う
︒
12
︵
︶
立
川
少
佐
は
軍
令
部
へ
の
報
告
の
中
で
ヤ
ル
ー
ト
到
着
間
も
な
い
田
中
丸
の
動
向
を
寧
ろ
冷
や
13
や
か
に
見
て
い
た
︒
た
と
え
ば
商
用
ス
ク
ー
ナ
ー
を
買
い
取
ろ
う
と
し
た
田
中
丸
を
︑﹁
種
々
手
段
ヲ
画
セ
ン
モ
遂
ニ
失
敗
ニ
皈
セ
リ
﹂
と
記
し
て
い
る
︒
だ
が
二
週
間
の
航
海
か
ら
再
び
寄
港
し
た
金
津
の
報
告
を
詳
細
か
つ
好
意
的
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
金
津
に
代
表
さ
れ
る
田
中
丸
商
会
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
︒
︵
︶
五
特
陸
報
第
二
﹁
第
五
特
別
陸
戦
隊
戦
時
日
誌
︵
二
︶﹂
公
文
備
考
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
ア
14
ジ
歴
C
10080130500
︵
︶
第
一
南
遣
支
隊
戦
報
︵
電
報
︶︵
五
︶﹁
特
別
南
遣
艦
隊
戦
報
﹂
公
文
備
考
防
衛
庁
防
衛
研
究
15
所
ア
ジ
歴
C
10080154500
︵
︶
平
間
洋
一
﹁
田
中
丸
善
蔵
︱
︱
南
洋
航
路
の
開
拓
者
︱
︱
﹂﹃
太
平
洋
学
会
誌
﹄
第
七
二
／
七
16
三
号
一
九
九
七
年
一
月
︵
︶﹁
南
洋
貿
易
株
式
會
社
増
資
趣
意
書
﹂﹃
南
洋
貿
易
五
拾
年
史
﹄
南
洋
貿
易
株
式
会
社
一
九
四
17
二
年
七
八
︱
七
九
頁
︵
︶﹃
南
洋
貿
易
五
拾
年
史
﹄
八
三
︱
八
四
頁
18
田中丸善蔵（玉屋創業二代）と南洋群島進出
山 﨑 功
37
︵︶
だ
が
翌
大
正
六
年
九
月
三
〇
日
を
以
て
同
社
は
命
令
航
路
受
命
を
辞
退
︑
日
本
と
南
洋
群
島
を
19
結
ぶ
幹
線
の
命
令
航
路
は
日
本
郵
船
が
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
以
降
南
洋
貿
易
株
式
会
社
は
南
洋
群
島
と
北
米
な
ど
を
結
ぶ
航
路
開
拓
の
ほ
か
︑
主
に
南
洋
群
島
内
を
結
ぶ
支
線
経
営
に
あ
た
り
︑
以
後
も
経
営
拡
大
に
併
せ
て
船
腹
を
増
や
し
続
け
た
︒﹁
臨
時
南
洋
群
島
防
備
隊
民
生
例
規
﹂
海
軍
省
公
文
備
考
日
独
戦
書
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
ア
ジ
歴
C
10128582800
﹃
南
洋
貿
易
五
拾
年
史
﹄
八
六
頁
﹃
朝
日
新
聞
﹄
一
九
一
八
年
二
月
一
三
日
︵
︶﹃
牛
津
町
史
﹄
一
〇
三
七
頁
20
︵
︶﹃
南
洋
貿
易
五
拾
年
史
﹄
九
〇
頁
︑﹃
中
外
商
業
新
報
﹄
一
九
一
八
年
一
一
月
二
一
日
︵
神
戸
大
21
学
新
聞
記
事
文
庫
︶
︵
︶﹁
南
貿
丸
︑
酒
田
丸
︑
近
島
丸
︑
大
成
丸
﹂
海
軍
省
公
文
備
考
巻
三
四
艦
船
一
七
防
衛
研
22
究
所
ア
ジ
歴
C
08021343700
︵
︶﹃
佐
賀
県
の
事
業
と
人
物
﹄
事
業
編
佐
賀
県
の
事
業
と
人
物
社
一
九
二
四
年
二
七
頁
23
︵
︶
さ
ら
に
初
代
善
蔵
の
四
男
で
玉
屋
四
代
善
八
の
蒐
集
し
た
九
州
陶
磁
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
日
本
24
有
数
の
貴
重
な
田
中
丸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
︒
︵
︶
大
隈
重
信
の
南
洋
・
イ
ン
ド
に
対
す
る
関
心
に
つ
い
て
は
同
じ
く
佐
賀
出
身
の
﹁
南
洋
﹂
エ
キ
25
ス
パ
ー
ト
副
島
八
十
六
の
事
跡
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
拙
稿
﹁
副
島
八
十
六
と
近
代
日
本
・
佐
賀
・
ア
ジ
ア
︱
︱
大
隈
の
日
印
協
会
の
活
動
を
中
心
に
︱
︱
﹂︵
佐
賀
大
学
・
佐
賀
学
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
﹃
佐
賀
学
︱
︱
佐
賀
の
歴
史
・
文
化
・
環
境
﹄
花
乱
社
二
〇
一
一
年
所
収
︶
を
参
照
︒
山 﨑 功
38
